予算要求資料
平成26年度3月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名 新かかみがはら航空宇宙科学博物館魅力向上事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　 商工労働部　新産業振興課　成長産業推進係 電話番号：058-272-1111（内2937）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11353@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　補正要求額　330,312千円（現計予算額：　－　千円）

＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	330,312
	320,412
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,900

	決定額
	330,312
	320,412
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9.900


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・県では「岐阜県成長・雇用戦略」の最重要プロジェクトとして、航空宇宙産業にかかる人材育成の強化、生産拡大の支援、販路開拓などに取組む「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」を進めているが、同産業においては、生産拡大が期待される一方で人材不足が懸念されており、次代を担う優れた技術者・技能者の育成・確保が課題となっている。

・県内唯一の航空宇宙に関する施設「かかみがはら航空宇宙科学博物館」の魅力向上を図るための設備を整備し、同博物館の魅力向上により、次代の航空宇宙産業を担う子どもたちに同産業の夢や魅力を伝え、県内航空宇宙産業への就業意欲の醸成・喚起を図る。
　
（２）事業内容

１．基本構想の策定

　博物館のリニューアルに向けた基本構想を策定

　２．リニューアル設備の先行整備

(1) 飛行機操縦シミュレータの整備

航空機の操縦を模擬体験できるシミュレータを整備。コンテンツは各務原市上空のほか古代や未来都市など複数を用意し、体験者が自由に選択・設定可能

(2) 宇宙ステーション作業シミュレータの整備

モーションキャプチャ技術を活用して体験者の手と画面内の宇宙飛行士の手の動きを同期させ、宇宙ステーション内の作業を模擬体験できるシミュレータを整備

(3) 科学技術体験装置の整備

操縦桿操作により飛行機が姿勢を変える仕組み、操縦信号が主翼・尾翼・補助翼に伝わる仕組みなど、航空宇宙科学技術を体験できる装置を整備

(4) 映像ソフトの制作

本県航空宇宙産業の紹介を交えながら、日本における航空機開発並びに宇宙開発の歩みと未来に向けた取組みを解説する映像ソフトを制作
（３）県負担・補助率の考え方

かかみがはら航空宇宙科学博物館の魅力向上に取組むにあたり、航空宇宙産業のメッカとしてのアピールや次代の航空宇宙産業を担う人材育成といった岐阜県成長・雇用戦略に位置付けた施策推進のため、県が実施する。

　　　地域住民生活等緊急支援のための交付金（地方創生先行型）を充当。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	役務費
	12,564
	既存設備撤去費用

	委託料
	317,748
	基本構想策定、設備、映像ソフト制作設置委託

	合計
	330,312
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
・「岐阜県成長・雇用戦略」に掲げる「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」において、「航空宇宙産業のメッカとしての各務原地域のアピール」することを具体的な取組として位置付けており、各務原市と連携しつつ主体的に取り組むことが妥当。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　かかみがはら航空宇宙科学博物館の魅力向上により、航空宇宙産業のメッカである各務原地域ならびに中部地域をアピールするとともに、次代の航空宇宙産業を担う子どもたちに同産業の魅力や夢を伝え、就業意欲の醸成・喚起につなげる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	県内航空宇宙産業の製造品出荷額(億円)

	2,162
（H24）
	（H  ）
	（H  ）
	2,162
（H24）
	4,000
（H34）
	54％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	航空宇宙産業を積極的に支援することとしている「岐阜県成長・雇用戦略」において、かかみがはら航空宇宙科学博物館の魅力向上は、次代を担う子どもたちの同産業に対する就業意欲喚起や当地域航空宇宙産業のアピールにつながる事業として位置づけられており、県として取り組むことの必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

－

	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

－

	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　かかみがはら航空宇宙科学博物館は平成8年の開館から20年近くが経過しており、展示施設や体験施設などの見直しが必要な状況となっている。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

かかみがはら航空宇宙科学博物館については、リニューアルの計画が進められており、本事業により前倒して一部設備を整備するとともに、今後は、平成29年のリニューアルに向けて、有識者の意見も踏まえながら、各務原市と連携して取組む。


